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学校法人育保学園　熊野田幼稚園

２.　本園の教育・保育のねらい

・人を思いやる気持ちを育てる。
・集団生活を通して、規範意識を持つ力を育てる。
・新しいものを生みだそうとする力を育てる。

・保育者の質の向上
・保育の可視化
・子育て支援

４.　評価項目の達成及び、取り組み状況
評価項目 取り組み状況・結果

〇保育者の質の向上
　・保育者の資質の向上

・教育保育環境ガイドラインの活用方法について研修を受けた。
・園内研修において、実際に教育保育環境ガイドラインを使用しなが
ら、職員同士で話し合い、理解を深めた。
・キャリアアップ研修参加状況調査を行い、個々の研修状況を把握し
た。
・法人全体の園内研修の日程を決め、定期的に研修を行い、様々な分
野の学びに繋がった。
・園内において公開保育を行い、その後グループワークにて情報共有
を行った。

〇保育の可視化
　・保護者に向けて日々の子ども
の姿を発信する

・保育の可視化の大切さや必要性を感じられるように園内研修を行っ
た。
・ホームページの内容を様々な職員が定期的に更新していった。
・保育内容や子どもの様子のドキュメンテーションを作成し、保護者
への発信方法について検討したり、各学年ごとに子どもの姿を撮影
し、定期的にキッズリーにて配信したりした。

５.　今後取り組むべき課題

課題 具体的な取り組み方法

・保育の質の向上

・園内研修や園内での公開保育を定期的に行う。
・積極的に研修に参加できるよう、終礼等で紹介することで興味をも
てるように工夫する。
・保育におけるセルフチェックシートの導入。
・アセスメントシートを活用した虐待の防止及び把握。

・保育の可視化
・保護者の方が閲覧できる、子どもの成長の様子が分かるような記録
を作成できるよう、まずは職員全員の理解を得る。

・保護者・地域支援の充実
・新たな未就園児対象の取り組みを行い、園を知ってもらったり、保
護者同士・同年代の子ども同士の繋がりができる機会をつくる。

１.　本園の教育・保育理念

「一人ひとり」の個性が輝く毎日を送る事ができるよう環境を整え、様々な経験と
遊びを通じて健全な心身の発達を助長し、情操豊かな子どもの育成を目指す。

・自ら考え、行動する力を育てる。

3. 本年度重点的に取り組む目標・計画

・キンダーカウンセラー事業を始め、臨床心理士の先生が月２回程度
来園し、子どもの姿を見たり、保護者・職員のカウンセリングを行っ
たりした。子育てに悩んでいる保護者を、キンダーカウンセラーに繋
げ、より早く支援ができるよう対応した。引き続き、保護者が安心し
て子育てができる環境をつくっていきたい。
・月１回の園庭開放を再開した。

〇子育て支援


